
 











生物学的方法として天敵や寄生生物を利用する方法があるが、さらなる研究が必要なレベルと

言える。他に、二酸化炭素や窒素を加え、大気の酸素濃度を低く抑えて殺虫する方法がオースト





２） 外部に面する入出荷口部分には前室を設け、危害因子の侵入防止を図る。 

３） 天井・壁・床の材質を作業環境や運用に合わせて適切に選定する（耐熱性・耐薬品性・腐





タミネーションが防止でき、高品質な製品の大量・少量多品種製造に適している。同時に、各ス

テーションが独立して稼動ず琶



3.1 異物対策装置を選定する際のポイント 

異物検出・除去装置を設置する場合、以下のポイントを抑える必要がある。 

①装置自体が異物発生装置にならないか？ 

②工程を複雑にしていないか？ 

③簡単に内部の点検ができるか？（週に一回、30



理が可能(30メッシュ、



4.1.4 - Specific Design Requirements for Sifters 

4.1.4.1 Separate conveying air systems shall be provided before and after an atmospheric 
sifter in the system.（エアバイパス機構が内蔵されていること） 

4.1.4.2 Sifters shall permit continuous discharge of tailings through dust-tight connections 
to an enclosed container. （異物が連続的に排出されること） 

4.1.4.3 Sifters shall employ no rubbing action to facilitate product flow. （網をこするような

力を加えないこと） 

4.1.4.4 Sifter screen frames shall be designed to prevent replacement in an improper 
position and shall be readily removable for cleaning (網が外し易くなっており







 



 











製品名 メーカー




	現在、多くの会社で、薬による燻蒸を実施しているが、パッキンの奥に住む虫（特に卵）は駆除できないといわれている。これに対し

